
○ 福岡都市圏南部環境事業組合情報公開に関する規則 
 

平成１８年９月１５日 
規 則 第 ９ 号 

 

(趣旨) 

第１条 この規則は、福岡都市圏南部環境事業組合情報公開条例（平成 18年条例第 13 号。

以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

(開示請求書) 

第２条 条例第６条第１項に規定する開示請求書は、福岡都市圏南部環境事業組合情報公

開開示請求書（様式第１号。以下「開示請求書」という。）によるものとする。 

２ 開示請求者は、開示請求書において、開示の方法を指定するものとする。 

３ 開示請求書の提出方法は、次に掲げるものとする。 

(1) 窓口への提出 

(2) 郵送 

(開示決定等の通知) 

第３条 条例第 10 条第１項に規定する通知は、次の表の左欄に掲げる場合につき、それぞ

れ右欄に掲げる通知書（以下「通知書」という。）により行うものとする。ただし、直ち

に開示することができるものについては、当該通知書を省略することができるものとす

る。 

行政文書の全部を開示する場合 

 

福岡都市圏南部環境事業組合情報公開開示決定

通知書（様式第２号） 

行政文書の一部を開示する場合 

 

福岡都市圏南部環境事業組合情報公開一部開示

決定通知書（様式第３号） 

行政文書の全部を開示しない場合 

（条例第９条の規定により開示請求

を拒否するとき及び開示請求に係る

行政文書を保有していないときの当

該決定を含む。） 

福岡都市圏南部環境事業組合情報公開不開示決

定等通知書（様式第４号） 

 

 

 

 

(決定期間延長の通知) 

第４条 条例第 10 条第１項の規定により、事務処理上の困難その他正当な理由がある場合

において、開示決定等の期間を延長しようとするときは、実施機関は、福岡都市圏南部

環境事業組合情報公開決定期間延長通知書（様式第５号）により開示請求者に通知しな

ければならない。 

(第三者保護に関する手続) 

第５条 条例第 11 条第２項に規定する通知は、福岡都市圏南部環境事業組合情報公開第三
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者意見照会書（様式第６号）により行うものとする。 

２ 条例第 11 条第１項及び第２項に規定する意見書の提出は、原則として福岡都市圏南部

環境事業組合情報公開第三者意見書（様式第７号）により行うものとする。 

３ 条例第 11 条第３項の規定による第三者に対する通知は、福岡都市圏南部環境事業組合

情報公開第三者情報開示決定通知書（様式第８号）により行うものとする。 

(電磁的記録の開示方法) 

第６条 条例第 12 条第１項に規定する電磁的記録の開示は、当該電磁的記録を印刷物とし

て出力したものの閲覧又は交付により行う。ただし、ビデオテープ及び録音テープの開

示は、再生機器で再生したものの視聴により行うものとする。 

(写しの交付部数) 

第７条 条例第 12 条第１項に規定する行政文書の写しの交付部数は、１件の行政文書につ

き１部とする。 

(費用の負担) 

第８条 条例第 14 条の規定により行政文書の写しの交付を受ける者が負担する費用は、別

表に掲げるとおりとする。 

２ 行政文書の写しの交付において、別表に掲げる開示の方法及び金額によりがたい場合

は、実費用の範囲内で管理者が適当と認める額を徴収するものとする。 

３ 前２項の費用は、前納とする。 

(審査請求の手続) 

第９条 条例第 15 条第１項に規定する審査請求は、福岡都市圏南部環境事業組合情報公開

審査請求書（様式第９号）により行うものとする。 

(審査会への諮問等) 

第１０条 福岡都市圏南部環境事業組合行政不服審査会（以下「審査会」という。）への諮

問は福岡都市圏南部環境事業組合情報公開審査請求に係る諮問書（様式第 10 号）により

行うものとする。 

２ 実施機関は、審査会に諮問したときは、次の各号に掲げる者に対し、福岡都市圏南部

環境事業組合行政不服審査会諮問通知書（様式第 11 号）により、諮問をした旨を通知す

るものとする。 

(1) 審査請求人および参加人 

(2) 開示請求者（開示請求者が審査請求人又は参加人である場合を除く。） 

(3) 当該審査請求に係る開示決定等について反対意見を提出した第三者（当該第三者が審

査請求人又は参加人である場合を除く。） 

３ 審査会の答申は、福岡都市圏南部環境事業組合情報公開審査請求に係る答申書（様式

第 12号）により行うものとする。 

４ 実施機関は、前項の答申を受けて審査請求の認容若しくは棄却について決定したとき

又は却下し、若しくは開示決定をしたときは、速やかに福岡都市圏南部環境事業組合情報

公開審査請求決定通知書（様式第 13号）により当該審査請求人に通知しなければならな
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い。この場合において、審査会の答申を受けて審査請求について決定したときは、当該答

申書の写しを添付して通知するものとする。 

(報告義務) 

第１１条 管理者は、毎年度最初に招集する議会（定例会）において、前年度の情報公開

の運用の状況を福岡都市圏南部環境事業組合情報公開運用状況報告書により報告し、か

つ、同時期において一般に公表するものとする。 

(補則) 

第１２条 この規則に定めるもののほか、行政文書の開示に関し必要な事項は、別に定め

る。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、平成 18年５月１日から適用する。 

附 則（平成 28 年３月 29 日規則第２号） 

（施行期日） 
１ この規則は、平成 28年４月１日から施行する。 

（経過措置） 
２ 福岡都市圏南部環境事業組合情報公開条例の一部を改正する条例（平成２８年条例第 

２号）附則第３項の規定により、なおその効力を有することとされる同条例第 16 条（第

３項を除く。）の規定による福岡都市圏南部環境事業組合情報公開審査会への諮問に係る

手続きについては、なお従前の例による。この場合において、これらの規定中「福岡都

市圏南部環境事業組合情報公開審査会」とあるのは「福岡都市圏南部環境事業組合行政

不服審査会」と、「不服申立て」とあるのは「審査請求」と、「不服申立人」とあるのは

「審査請求人」と、読み替えるものとする。 
附 則（令和６年２月 22日規則第１号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 
 

別表（第８条関係） 

写しの交付に係る費用 

行政文書の 

種別 

開示の方法 
費用の額 

区分 内容 

文書及び図画 

閲覧 原本の閲覧 ／ 

写しの交付 複写機により用紙に複写したものの交付 

白黒刷り 1枚につき 

A3 判以下 10 円 

A2 判・B3 判 30 円 

A1 判・B2 判 40 円 

B1 判 60 円 

A0 判 70 円 
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多色刷り 1枚につき 

A3 判以下 20 円 

A2 判・B3 判 40 円 

B2 判 70 円 

A1 判 90 円 

電磁的記録 

閲覧 用紙に出力したものの閲覧 ／ 

視聴 専用機器により再生したものの視聴 ／ 

写しの交付 
用紙に出力したものの交付 

白黒刷り 1枚につき 

A3 判以下 10 円 

A2 判・B3 判 30 円 

A1 判・B2 判 40 円 

B1 判 60 円 

A0 判 70 円 

多色刷り 1枚につき 

A3 判以下 20 円 

A2 判・B3 判 40 円 

B2 判 70 円 

A1 判 90 円 

CD－Rに複写したものの交付 1 枚につき 40円 

備考  

１ 用紙の両面に印刷された文書又は図画については、片面を１枚として算定する。 

２ 専用機器は、実施機関により備え置かれたものに限る。 

３ 電磁的記録媒体は、実施機関により用意されたものに限る。 
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